
策

同データ 件 16,28

名

5 9,000 15,3

図

90 9,500
1 ベー

書

スにおける自館デー  

館

　□ Ａ　　　 □ 

基

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

本

　 □ Ｄ　
タへの参

目

照数
新型コロナウイル

標

ス感染症のまん延によ

未

ってブックスタート・

来

セカンドブックの参加

に

率が大幅に下がったが

つ

、そ
■ 計画どおり 

な

  
令和　５年度 の後

ぐ

徐々に増加してきてい

人

る。ただ、ブックスタ

材

ート当日に参加できず

を

図書館へ受け取りに来

育

る人の数が減少し
□ 

む

遅延        

ま

 
の評価 ているのが課

ち

題である。
□ 進展な

要

し     
レファレ

施

ンス協同データベース

策

における自館レファレ

の

ンス事例の登録を進め

目

、利用は増加している

的

。
■ 維持　□ 拡大

市

訪問やセット貸出とい

民

った学校等他施設との

の

連携強化、移動図書館

教

車ジンタ号の学校ステ

養

ーション1校追加など

を

事業区分 □ 自治事務

高

   □ 法定受託 

め

  □ その他
今後の

る

方向性 □ 縮小　□ 

た

改善 、子どもの読書活

め

動推進のため事業の拡

読

大を図り、保護者等へ

書

の啓蒙と、子どもの継

の

続的な図書館利用に繋

普

げる
（改善措置等）□

及

 休止　□ 終了 。ま

と

た、毎年大変好評であ

と

る各種講座、企画展示

も

等を今後も継続し、生

に

涯にわたる学びを支援

、

する。
計画対象 □ 実

知

施計画査定対象  □

識

 行政改革対象 
□ 

と

廃止　　　　 

※決算

情

額については、端数処

報

理により、他資料の決

の

算額と差異が生じてい

拠

る場合もあります。

点として、多様な資料・

No. 事務事業

情

名 活動内容 コスト（事

報

業費：千円）

図書館電

を

子情報推進事業 令和　

収

４年度 令和　５年度 令

集

和　５年度 令和　６年

・

度 令和　４年度 令和　

保

５年度 令和　５年度 令

存

和　６年度
活動指標名

・

単位
実績 計画 実績 計画

提

決算 当初予算 決算 当初

供

予算
全体事業概要

①
デ

を

ータベース契約件数 件

行

4 4 4 4
三島の文化や

う

歴史、行政に関する地

こ

域資料を将来に継
承し

と

、地元への愛着を育て

。

、地域の魅力を伝える

施

ため 1,389 1,4

策

20 1,403 1,4

の

68
、地域資料のデジ

方

タル化やＩＣＴ技術を

向

活用した情報
②

デジタ

図

ル化資料数（1誌. 点

書

49 － － 50
ナビゲー

館

ションを工夫する。ま

機

た、従来の図書資料に

能

1紙.1タイトルで１

の

点と
加え、データベー

充

ス等の電子資料を併せ

実

たサービスを カウント

と

する） 令和　７年度の

利

優先度
行うハイブリッ

便

ド図書館を推進する。

性

③
ホームページで検索

の

でき 号 2,502 2,

向

514 2,514 2,

上

526
2 るデジタル化

コ

した地域資 　□ Ａ　

ロ

　　 □ Ｂ　　　 

ナ

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

禍

　
料の記事号数

地域資

に

料専任者を配置してい

よ

ないが、ホームページ

る

で検索可能な地域資料

利

の記事号数は継続して

用

増やしている。
■ 計

状

画どおり   
令和　

況

５年度
□ 遅延   

へ

      
の評価

□

の

 進展なし     

影

■ 維持　□ 拡大 令

響

和4年度にデジタル田

は

園都市国家構想推進交

大

付金等を活用して導入

き

したデジタルアーカイ

く

ブを活用し、市民が
事

、

業区分 □ 自治事務 

貸

  □ 法定受託  

出

 □ その他
今後の方

点

向性 □ 縮小　□ 改

数

善 利活用できるよう、

等

今後もコンテンツの追

の

加を継続していく。
（

図

改善措置等）□ 休止

書

　□ 終了 電子書籍の

館

配信サービス等につい

利

て情報収集していく。

用

計画対象 □ 実施計画

は

査定対象  □ 行政

減

改革対象 
□ 廃止　

少

　　　 

傾向にあるが、ホームページなどの非来館サービスの利用は増加した。また、学校等への訪
■ 計画どおり   

令和　５年度 問やセット貸出、企画展示等、非常に多くの事業を行った。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 幼少期の読書体験、資料活用の経験が、読む力や情報リテラシーの向上につながるため、今後も子どもと周囲の大人に対して様々な機会を捉えて資料を提供していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 令和6年度より、図書館の絵本に関する知識や経験の蓄積を活かし、絵本の力を活用した市民のウェルビーイングをめざして「絵本のまち三島」事業を推進する。

（改善措置等） □ 

1

縮小　　　　 

□ 改

頁

善　　　　 

令和 5年度　　事務事

No. 事務事業名 活動

業

内容 コスト（事業費：

評

千円）

図書館事業 令和

価

　４年度 令和　５年度

表

令和　５年度 令和　６

（

年度 令和　４年度 令和

個

　５年度 令和　５年度

票

令和　６年度
活動指標

）

名 単位
実績 計画 実績 計

課

画 決算 当初予算 決算 当

名

初予算
全体事業概要

①

教

ブックスタート事業参

育

加 ％ 69.2 70.0

推

70.5 71.0
誰も

進

が利用できる地域の情

部

報拠点として、高度化

図

・多 者割合   
様化す

書

る市民の資料ニーズに

館

応えるため、図書・雑

作

誌  79,573 80

成

,362 78,259

日

87,461
・視聴覚

令

資料等を収集・管理し

和

、図書館資料の充実を

　

②
セカンドブック事業

６

参加 ％ 75.7 75.

年

8 75.4 75.9
図

　

る。読書普及および図

８

書館活用を推進するた

月

め、収 者割合
集した資

　

料や情報を活用し、レ

１

ファレンスサービス等

日

令和　７年度の優先度

概

の様々なサービスを行

施

う。
③

レファレンス協


